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研究成果の概要（和文）：日本，中国，ポーランド，ドイツ，アメリカの音楽専攻大学生を対象にして，絶対音感と相
対音感のテストを行った。参加者は，絶対音感テストでは5オクターブにわたって提示された60音の個々の音の音高名
を答えた。相対音感テストでは，調性を確定する2つの和音に続いて提示された2つのピアノ音の音程名，または最後の
音の階名を答えた。日本の参加者は，絶対音感テストのスコアは優れていたが，相対音感テストのスコアは低かった。
対照的にヨーロッパとアメリカの参加者では，絶対音感を持つものはほとんどいなかったが，相対音感テストでは高い
スコアを上げるものが多かった。この結果は，日本における音楽教育の問題を示唆する。

研究成果の概要（英文）：We conducted absolute pitch (AP) and relative pitch (RP) tests on music students 
in Japan, China, Poland, Germany, and USA. In the AP test, 60 piano tones over a 5-octave range were 
presented in a nearly random order. In the RP test, a two-chord authentic cadence and a pair of 
successive tones were presented in 4 different keys. In the AP test, the participants answered AP names, 
and in the RP test, they wrote down musical interval names or sol-fa names of the last tone relative to 
the penultimate tone as the tonic. The Japanese participants achieved the highest scores in the AP test, 
but the lowest in the RP test. In striking contrast, the Western participants showed excellent scores in 
the RP test, whereas few of them had accurate AP. The poor RP scores of the Japanese participants suggest 
possible disadvantageous influences of AP on RP learning. It could be speculated that those who had 
acquired AP in early childhood lose an opportunity to fully develop RP.

研究分野： 実験心理学
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１．研究開始当初の背景 
 絶対音感は，音楽的音高を他の音高と比較
することなく (音楽的コンテクストとは無関
係に) 知覚し，その音高名を即座に答えるこ
とができる能力であり，音楽的にきわめて価
値ある能力と考えられてきた。またその能力
を持つものは音楽を専門とする人々の中で
もごく稀なものとされている。 
 しかし人が音楽を認知する過程を考えて
みると，メロディや和声などの音楽の基本は，
音高が絶対的ではなく相対的に知覚される
ことを前提としていることは間違いない。音
楽は調性に代表される認知的枠組みの中で
初めて音楽として聴かれるのであり，個々の
音が他の音とどのような音楽的関係にある
かがそれぞれの音に音楽的意味を与えるか
らである。そう考えると，個々の音の音楽的
高さを音楽的コンテクストと独立に知覚す
る絶対音感の能力は音楽的に意味があると
は考えにくい。この見方によれば，絶対音感
を音楽的に重要な能力と見なすことは誤り
ということになる。我々はこれまで絶対音感
の音楽的問題を明らかにするための実証的
な研究を積み重ねてきた。それによると絶対
音感を持つ音楽学生は，それを持たない音楽
学生にくらべて，移調された音程やメロディ
を認知することがうまくできないことが明
らかになった (Miyazaki, 1995; Miyazaki & 
Rakowski, 2002)。 
 このように見てくると，音楽において重要
なのは絶対音感ではなく，音高を音楽的コン
テクストのなかで相対的にとらえる相対音
感の能力であることは明らかである。事実，
メロディや和声，調性の認知などに関してこ
れまで行われている多くの研究は，すべて相
対音高の認知に関するものである。しかし絶
対音感と相対音感がどのような関係にある
のか，絶対音感を持つ人々が相対音高をどの
ようにとらえているのかについてはまだあ
まり明らかになってはいない。 
 また絶対音感と相対音感の能力は，子ども
のころから始まる音楽訓練によって形成さ
れる部分が大きいので，音楽を専門にする学
生が受けた音楽教育に大きく依存する。たと
えば絶対音感に対する関心が高く，子どもに
絶対音感を身につけさせることに熱心な親
が多い日本では，絶対音感を持つ音楽学生が
かなり多いことがこれまでの我々の研究で
示唆されてきた。音楽教育のあり方，および
音楽教育に関する社会・文化的な背景は，国
によって異なることを考えると，音楽専攻学
生の絶対音感と相対音感の能力を文化間で
比較する必要があるが，このような研究はこ
れまで行われてはいない。 
 
２．研究の目的 
 音楽的，ならびに社会・文化的背景が異な
る日本及び諸外国の多数の音楽専攻学生を
対象にして絶対音感と相対音感のテストを
行って，異なる国々の音楽大学の間で絶対音

感と相対音感の関係を検討する。その結果に
基づいて，絶対音感と相対音感の音楽的意義
とそれらの社会的・文化的背景との関連を明
らかにする。 
 
３．研究の方法 
 日本，中国，ポーランド，ドイツ，アメリ
カ合衆国の音楽大学，または音楽専攻学部の
学生を対象にして，絶対音感と相対音感のテ
スト，および音楽経験に関する質問紙調査を
実施した。テストと調査を行った大学は以下
の通りである。 
 
 新潟大学教育学部音楽専攻 143 人(日本) 
 京都市立芸術大学音楽学部 175 人(日本) 
 首都師範大学(北京)音楽学部 94 人(中国) 
 中央音楽学院(北京) 63 人(中国) 
 上海音楽学院 103 人(中国) 
 ショパン音楽大学(ワルシャワ) 127 人(ポ
ーランド) 

 マルチン・ルター大学(ハレ)音楽学インス
ティテュート 61 人(ドイツ) 

 ミネソタ大学音楽学部(ミネアポリス) 100
人(アメリカ合衆国) 
 

 テストは通常の授業の時間内，または授業
終了後に集団で行った。各国語版のテストの
説明用紙と反応記入用紙・質問紙を配布し，
実施者が説明を読み上げた。テストに用いた
音刺激はサンプリングされた高品位のピア
ノ音を用いて作成し，オーディオ CD または
サウンド・ファイルをスピーカで再生して提
示した。 
 参加者は最初に音楽経験に関する質問紙
に記入した。絶対音感テストでは，5 オクタ
ーブの範囲内の半音階 60 音がランダムに近
い順序で 3秒間隔で提示され，参加者はその
間に各音の音楽的音高名を記入用紙に書き
入れた。 
 続いて行われた相対音感テストでは，正格
終止形(カデンツ)をなす属和音-主和音
(V7-I)の和音系列に続いて2音の系列が提示
された。2 音系列の第 1 音は常にカデンツで
示される調の主音，第 2音はそれよりも 1半
音〜11 半音高い音である。4種類の異なる調 
(ハ長調，変イ長調，嬰ヘ長調，1/4 音低い E
を主音とする長調)があり，試行ごとに調が
変化する。試行間の時間間隔は 3.5 秒で，こ
の間に参加者は 2音系列の第 1音を主音とし
てとらえて，第 2音の音程名，またはその相
対音感名(階名)を用紙に記入した。 
 
４．研究成果 
４．１．絶対音感テスト 
 参加者が属する大学別に結果を集計した。 
各グループ別に，絶対音感テストの正答率の
中央値と 90%以上の正答率で答えた正確な絶
対音感を持つ参加者の割合(百分率)を以下
に示す。 
 



新潟大学 .750 35.0% 
京都市立芸術大学 .950 60.0% 
首都師範大学 .367 6.0% 
中央音楽学院 .667 25.4% 
上海音楽学院 .533 27.7% 
ショパン音楽大学 .150 11.0% 
ハレ大学  .075 0% 
ミネソタ大学 .083 0% 

 
 日本の音楽学生は絶対音感テストの成績
が高いことがわかる。特に，京都市立芸術大
学ではほとんどの学生が正確な絶対音感を
持ち，絶対音感を持たない学生は少数である
ことが際立っている。中国の中央音楽学院と
上海音楽学院の学生も日本の学生に近いが，
全体的には絶対音感の正答率と正確な絶対
音感保有者の割合は日本のグループよりも
少ない。従来の研究では，中国のこれら 2つ
の音楽大学においては絶対音感保有者の割
合が非常に高いことが示されていたが
(Deutsch et al., 2006, 2013)，本研究の結
果はそれとは少し異なるものであり，音楽専
攻学生の間の正確な絶対音感保有者の割合
は日本の方が高いことを示唆している。 
 日本と中国の結果に比べると，絶対音感を
持つ学生はポーランドのショパン音楽大学
ではごく少数で，ドイツとアメリカの学生で
はゼロである。 
 
４．２．相対音感テスト 
 相対音感テストにおけるハ長調以外の調
性条件の結果を，正答率の中央値と 80%以上
の正答率で答えた正確な相対音感を持つ参
加者の割合(百分率)として示す。 
 

新潟大学 .485   7.0% 
京都市立芸術大学 .606   18.9% 
首都師範大学 .636 21.2% 
中央音楽学院  .818 58.0% 
上海音楽学院  .818 52.5% 
ショパン音楽大学  .939 87.2% 
ハレ大学  .697 31.6% 
ミネソタ大学  .848 60.6% 

 
 相対音感テストの結果は，絶対音感テスト
の結果とまったく逆で，絶対音感がすぐれて
いた日本の学生は相対音感テストの成績が
著しく低く，絶対音感がほとんどなかった欧
米の学生は相対音感に関しては非常に優れ
ているという結果である。中国の学生の結果
は欧米の学生の結果に近いと言える。 
 中でもポーランドのショパン音楽大学の
学生たちのスコアがきわめて高いことが際
立っており，彼らのほとんどが非常に優れた
相対音感の能力を持っていることがわかる。
それに比べるとハレ大学の学生のスコアが
比較的低いが，これは彼らが音楽家を養成す
る音楽学部ではなく，音楽を研究する音楽学
専攻に属することを考えれば理解できる。中

国の 3グループの中では，首都師範大学の学
生のスコアが比較的低い。これは，首都師範
大学のグループは音楽教育系学部の学生で
あり，彼らの音楽専門教育のレベルは，中国
のトップクラスの音楽家養成のための音楽
大学である中央音楽学院と上海音楽学院の
学生には及ばないことによると考えられる。 
 これら諸外国のグループの結果と対照的
に日本の音楽学生の相対音感スコアが著し
く低いという結果は，日本以外の国々の学生
たちが比較的高いスコアを上げているのだ
から，本研究で実施した相対音感テストが難
しかったからという理由で片付けることは
できない。また本研究で調べた日本の 2つの
グループが日本の中で特に低いレベルにあ
るわけでももちろんない。この結果は，欧米
や中国の音楽学生と比べて，日本の音楽学生
が相対音感の能力に関して劣っていること
を示すものと見るべきである。 
 本研究で実施した相対音感テストが，調性
コンテクストの中で鳴り響く音の音楽的意
味をとらえる上で基本となる能力を調べる
ものであることを考えると，日本の音楽学生
のスコアがこのように著しく低いことは驚
くほどであり，憂慮すべきことであると考え
られる。この結果は，日本の音楽学生が，音
楽を作っているひとつひとつの音は正確に
聴き取っているが，それらが全体的な音楽的
コンテクストの中で持つ音楽的な意味を捉
えることがうまくできないことを示唆して
いる。 
 
４．３．結論 
 日本と諸外国の音楽専攻学生の間で，絶対
音感と相対音感に著しい違いが見出された。
もっとも顕著な特徴は，日本の音楽学生では
正確な絶対音感を持つものが非常に多いの
に対して，相対音感の成績が著しく低いとい
うことである。 
 日本に絶対音感を持つ音楽学生が多い理
由としては，日本のこどもたちに，絶対音感
の獲得につながるとされている早期からの
音楽訓練が広く行われていること，ならびに
絶対音感を価値あるものとする社会・文化的
状況があげられる。 
 逆に日本の学生たちが相対音感に関して
劣っているのは，絶対音感と相対音感が音楽
的音高に対する異なる処理様式であり，互い
に矛盾を生じる場合が少なくないことが理
由の 1つと言える。いったん絶対音感が獲得
されると，それは相対音感の発達をさまざま
な形で妨げると考えられるからである。正確
な絶対音感を持つこどもたちは，その能力を
使って，聴音課題ではメロディや和音系列を
聴いてそれを即座に楽譜に書いたり，初めて
見る楽譜を与えられたときでも楽譜に書か
れたとおりのピッチで歌ったりすることが
できる。このようなことができるこどもたち
は，外から見た限りではすばらしい音楽的能
力を持っているかのように見える。しかしこ



れでは，音響入力から楽譜を出力したり，楽
譜入力から音響を出力したりするコンピュ
ータ・ソフトウェアの仕事と何ら変わるとこ
ろはない。絶対音感を持つこどもたちやまわ
りのおとなたちがこれで満足してしまった
のでは，真の音楽的能力を伸ばすことにはつ
ながらないだろう。音楽において重要なのは，
音高コンテクストのなかで音の音楽的意味
をとらえことであるはずだが，それは絶対音
感に依存するやり方とは全く違うものであ
る。 
 本研究で明らかになったように，日本の音
楽大学やこどもたち向けの音楽教室などで
は，絶対音感保有者が多数を占める場合があ
る。そのような所では，指導者や学生・生徒
自身が絶対音感を利用してソルフェージュ
課題をこなすことができることで満足して
しまい，真に音楽的な能力を伸ばすことにつ
ながるソルフェージュ教育が機能していな
いのではないかという可能性が疑われる。こ
のような問題に対処するには，絶対音感を獲
得したこどもたちのために特別に計画され
た訓練を行う必要があるのだが，そのような
試みはほとんど行われていないのが現状で
ある。この問題をより深く検討し，それに対
する解決法を探究するのが今後の課題であ
る。 
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